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第７回蓄電池産業戦略推進会議

蓄電池技術産業化のための

基盤研究拠点の強化

2026 年 4 月 17 日

国立研究開発法人産業技術総合研究所

資料４
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蓄電池技術産業化のための基盤研究拠点の強化の基本方針

「第６期中長期目標期間における産業技術総合研究所のミッション」に基づき、以下のとおり取り組む。

①世界最高水準の研究成果の創出と成果の社会実装

②企業、大学等の取組支援を通じた
イノベーション基盤の強化への貢献

③我が国のイノベーション・エコシステムの中
核となる競争力のある研究所の運営等

✓将来の成長分野及び競争軸を展望し、グローバル市場で勝てる有望な技術シーズの円滑な社会実装を支援

✓蓄電池・部素材・製造装置を中心に電源システム全体で提供し得る蓄電ソリューションを幅広くカバー

✓サプライチェーン強靭化、エコシステム形成のためのチョークポイント・ゲームチェンジ技術の速やかな実用化・実装を支援

✓企業・大学等のニーズをきめ細やかに把握して、

専門人材が解決案を検討し随時提供

✓企業の技術課題解決、分析評価、生産性向上、

人材確保、イノベーション創出等を幅広く支援

✓性能・安全性、技術動向、必要な人材等、産業

競争力に影響し得る技術的な政策を積極的に

提案

✓世界中のチョークポイント・ゲームチェンジ技術情報

を把握・蓄積してインテリジェンス機能を向上

✓有望・重要分野の専門人材を採用・育成して、国

内外トップサイエンティストとネットワーキングを醸成

✓チョークポイント・ゲームチェンジに係る試作設備とと

もに、世界最高水準の試験評価環境を整備

✓ フィジカルAIを始め最先端DX技術を結集して、業

界の生産効率化、開発実装の加速化を支援

＜社会課題の解決と我が国の産業競争力強化に貢献するイノベーションの連続的創出＞

AI、マテリアルイン
フォマティクス、秘
匿計算、 高度分析、
精密計測、LCA、リ

スク評価 等

製造プロセス技術、
プロセスインフォマ

ティクス

ヒト・コト・モノが

集まる「知の拠点」

産業界 学術界

海外関係 公共部門

つくばセンター 中部センター

LIBTEC
産業界が参画する

電池材料評価研究センター
が敷地内に立地

関西センター
蓄電池基盤研究拠点
電池開発・評価・現象解明
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①世界最高水準の研究成果の創出と成果の社会実装

GteX (JST)

・先進リチウムイオン電池

・ナトリウムイオン電池

・リチウム硫黄電池

・硫化物型全固体電池

・酸化物型全固体電池

・マグネシウム蓄電池

・リチウム空気電池

・蓄電池基盤プラットフォーム

先進
液系
LIB

次世代電池等

革新型電池

合
金
負
極

有機
正極
Na系
/K系
正極

高エネル
ギーコン
バージョン
電極

金属多硫
化物、硫
黄系材料

表面修
飾技術

Li過剰
正極
材料

イオン液体及
びプラスチック
クリスタル
固体電解質
（硫化物） 

低温
アルカ
リ金
属溶
融塩

高度解析
計算科学・MI キャパシタ

等

Li, 
Na, 
Mg
負極

BEV

HEV

ドローン

データセンター

重機

系統用

ヒューマノイド

代替材料
開発

要素技術開発

基礎研究 応用研究

 大学、研究機関等     
     企業、産業技術総合研究所等

文部科学省、科学技術振興機構

経済産業省、新エネルギー・産業技術総合開発機構

有望技術の円滑な移行

連携しつつ支援
・有望技術の目利き
・実用化への移行

製造技術
開発

実用
化

量産市場
獲得

革新型電池 (NEDO)

・フッ化物電池、亜鉛負極電池
SOLiD-Next (NEDO)

・硫化物型全固体電池

K Program (NEDO)

・酸化物負極電池

固体
電解質

(酸化物)

電
池
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
組
み
合
わ
せ

を
意
識
し
な
が
ら
一
体
的
に
研
究
開
発

総
合
的
な
蓄
電
ソ
リ
ュ
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ョ
ン
を
高
付
加

価
値
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
社
会
実
装

大学、研究機関等の有望な技術シーズを目利きし、電池システムとしての組み合わせを意識した研究開発を支援
総合的な蓄電ソリューションを高付加価値なアプリケーションに提供することで円滑な社会実装を支援。
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②企業、大学等の取組支援を通じたイノベーション基盤の強化への貢献

企業・大学等のニーズをきめ細やかに把握して、専門人材が解決案を検討し随時提供。

実電池試作設備、先端インフラ等の研究開発Platform

実務経験者による実電池製造等の体験型バッテリー教育の実施

シンクタンク・インテリジェンス情報提供サービス

◼ 企業や大学等のみでは困難な技術課題に対応できるよう、最新鋭の試作
設備及び分析機器を整備し、ラインナップも拡充

◼ 分析・解析・評価結果を企業や大学等における性能改善や開発方針にい
ち早くフィードバック可能な体制を構築。要所技術のリバイブにも対応

企業・大学等からの技術課題、人材確保等のニーズへの対応
性能・安全性、技術動向等競争力に影響し得る技術的な政策を積極提案

電池セル評価 電極シート評価 活物質レベルの評価 原子レベルAの解析
解体分析 平均情報から

局所情報へ
微細構造情報

インテリジェンスコアAI

・・・

全固体電池

高出力型

2030年

電池系A

電極B

材料C

スーパーバイザー

論文

特許

ノウハウ 電池系 界面 構造解析 試作

試験

◼ 電池メーカーOB等による実電池製造、LIBTEC協力の実機を使った体験型バッテリー教育を実施
◼ 今後は、①蓄電池製造における重要技術にフォーカスした実習、②高容量・高出力向け等の蓄電

池技術を習得する実習、③蓄電ソリューション全体の技術を習得する実習、等に拡張
◼ 企業や大学等におけるトップ人材を育成するためのプログラムも、ニーズに沿って適宜開発

◼ 国内外の研究拠点や研究者と関係を構築しつつ、足下のサプライチェーン・エコシステムや将
来の成長性・優位性の観点から、技術的な優位性をベンチマークし、戦略的な協力関係を深化

◼ そのための基盤として、技術情報についてオープン＆クローズ戦略を立案できる人材を育成・
確保し、クローズド＆セキュアな生成AIサーバ等のシステムを構築（関係機関と協力連携）

実電池製造実習電池メーカーOBの講義

蓄電池及び部素材の評価・解析の例

システム構成のイメージ
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③我が国のイノベーション・エコシステムの中核となる競争力のある研究所の運営等

実電池試作設備
・企業、大学等のニーズをきめ細やかに把握して、足下の
サプライチェーン・エコシステム上のリスクの解消、将
来にわたる技術的優位性の確保に資する設備を整備

世界最高水準の設備×人材×インフラ×インテリジェンスを結集させて、基盤研究拠点を抜本強化。

海外の大学・研究機関

産業技術政策の推進と社会実装の実現に資する

次世代蓄電池技術産業化のための基盤研究拠点

シンクタンク・
インテリジェンス先端インフラ

実電池試作設備
人材育成

LIBTEC NITE
文部科学省

JARI JET

CRIEPI

安全性実電池試作

人材育成

国プロ
認証

系統高電圧

FREA
電力システム

BAJ
自動車

JST 科研費

NIMS
国プロ

大学 学会・研究会

BASC
サステナブル

人材育成
・蓄電池製造の重要技術を蓄電システム全体として、習得
できる実習プログラムに改善

・企業や大学におけるトップ人材の育成プログラムもニー
ズに沿って適宜開発

シンクタンク・インテリジェンス機能
・国内外のネットワーク、研究開発Platform等により得ら
れた重要技術情報を分析して蓄積

・基本方針及びロードマップを不断にアップデートして、
日本の電池産業の技術的な優位性を確保

先端インフラ（高度分析評価装置群）
・企業や大学のみでは導入が困難な高度な分析評価ができる
装置を導入して、世界最高水準の試験評価環境を整備

・フィジカルAIを始め、最先端DX技術を結集して、業界の生
産を効率化するとともに、技術開発や量産実装を加速

著名な研究者の招へい、人材交流の再活性化、若手研究者派遣

NEDO

分析・計算
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将来の成長分野及び競争軸を展望し、グローバル市場で勝てる有望な技術シーズを円滑に社会実装するための支援

蓄電池・部素材・製造装置を中心に電源システム全体で提供し得る蓄電ソリューションを幅広くカバー

大学・研究機関でのシーズ開発→有望技術の目利き→実用化への移行を支援

フィジカルAIを始め最先端DX技術結集、

業界の生産効率化、開発実装加速化

蓄電池基盤研究拠点のロードマップ

2026 2030

①世界最高水準の研
究成果の創出と成果
の社会実装

②企業、大学等の取
組支援を通じたイ
ノベーション基盤の
強化への貢献

③我が国のイノベー
ション・エコシステム
の中核となる競争
力のある研究所の
運営等

以下のとおり取り組み、社会課題の解決と産業競争力強化に貢献するイノベーションを連続創出。

サプライチェーン強靭化エコシステム形成のための
チョークポイント技術実装支援

企業・大学等のニーズを把握→専門人材が解決案を検討し随時提供

（技術課題、分析評価、生産性向上、人材確保、イノベーション等）

世界中のチョークポイント・ゲームチェンジ技術情報を把握・蓄積してインテリジェンス機能向上

全固体電池

更なる
次世代電池

2035

革新型電池

競争力に影響し得る技術的な政策を積極提案

（性能・安全性、技術動向、必要な人材等）

有望・重要分野の

専門人材を採用・育成、

国内外の研究機関、研

究者とネットワーキング

チョークポイント技術実装

に資する試作設備を配備

世界最高水準の試験評価環境整備
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